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出
雲
駐
屯
地
（
司
令:

安
河
内
２
佐
）
は
、
８
月
６
日
（
日
）

出
雲
駐
屯
地
一
般
開
放
行
事
「
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
７
」

を
開
催
し
た
。 

 

行
事
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
第
13
音
楽
隊
に
よ
る
「
前
前
前

世
、
ス
カ
イ
ハ
イ
」
等
の
演
奏
が
行
わ
れ
、
続
い
て
出
雲
西
高

等
学
校
吹
奏
楽
部
と
の
コ
ラ
ボ
に
よ
る
素
晴
ら
し
い
演
奏
に
客

席
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
、
華
や
か
に
開
幕
し
た
。 

 

続
い
て
グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
毎
年
恒
例
と
な
っ
た
オ
ー
ト
バ

イ
ド
リ
ル
が
行
わ
れ
、
第
13
偵
察
隊
の
息
の
合
っ
た
妙
技
を
披

露
、
引
き
続
く
模
擬
戦
闘
訓
練
展
示
は
、
戦
車
、
火
砲
等
に
支

援
さ
れ
た
普
通
科
部
隊
が
協
同
し
て
敵
を
撃
破
す
る
想
定
で
行

わ
れ
、
戦
闘
訓
練
に
お
け
る
空
包
射
撃
の
大
音
量
に
観
客
も
目

を
丸
く
し
て
驚
き
と
喚
声
が
響
い
た
。 

 

そ
の
後
行
っ
た
戦
車
、
装
輪
装
甲
車
及
び
高
機
動
車
の
試
乗

も
長
蛇
の
列
で
賑
わ
っ
た
。 

 

今
回
最
も
目
玉
と
な
る
イ
ベ
ン
ト
が
、
初
の
催
し
と
な
る
油

圧
シ
ョ
ベ
ル
の
操
作
体
験
だ
。
災
害
派
遣
な
ど
で
活
動
す
る

ア
ー
ム
先
端
が
グ
ラ
ッ
プ
ル
（
木
材
荷
役
機
械
）
が
装
着
さ
れ

た
大
型
油
圧
機
材
を
、
同
乗
す
る
第
３
０
４
施
設
隊
隊
員
の
指

導
の
も
と
操
作
し
、
角
材
を
左
か
ら
右
へ
と
移
動
さ
せ
る
体
験

を
行
っ
た
。
参
加
者
の
年
齢
制
限
は
あ
っ
た
も
の
の
普
段
体
験

で
き
な
い
催
し
に
注
目
、
人
気
も
高
く
興
味
津
々
で
あ
っ
た
。 

 

昨
年
か
ら
始
め
た
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
も
、
今
年
の
景
品
は
駐

屯
地
特
製
マ
ウ
ス
パ
ッ
ト
で
あ
り
、
好
評
で
あ
っ
た
。 

 
 
 
 
 
 

 

当
日
は
40
度
近
い
記
録
的
な
猛
暑
と
な
っ
た
が
来
場
者
約
２
〃

５
０
０
人
と
賑
わ
い
を
み
せ
、
イ
ベ
ン
ト
は
成
功
に
終
わ
っ
た
。 

▶
模
擬
戦
闘
訓
練
展
示 
▶
油
圧
シ
ョ
ベ
ル
体
験 

▲オープニング演奏 ▲オートバイドリル ▲ちびっこ広場 
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私
は
８
月
６
日
に
行
わ
れ
た
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
７

に
お
い
て
、
オ
ー
ト
バ
イ
ド
リ
ル
指
導
部
の
任
を
授
か
り
ま

し
た
。 

 

今
ま
で
は
オ
ー
ト
バ
イ
ド
リ
ル
を
実
施
し
て
妙
技
を
披
露

す
る
側
で
し
た
が
、
初
め
て
指
導
す
る
側
に
な
り
ま
し
た
。 

 

今
ま
で
は
自
分
の
体
得
し
た
操
縦
技
術
を
駆
使
し
て
展
示

す
れ
ば
良
い
と
言
う
単
純
な
考
え
で
し
た
が
、
今
回
、
指
導

側
と
し
て
人
に
何
か
を
教
え
伝
え
る
事
は
非
常
に
難
し
い
と

言
う
事
に
改
め
て
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。 

 

自
分
で
は
理
解
し
て
い
る
技
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
や
コ
ツ

を
隊
員
に
伝
え
、
そ
れ
を
実
践
さ
せ
る
わ
け
で
す
が
、
感
覚

的
な
事
柄
を
教
え
る
と
い
う
事
で
意
思
の
疎
通
が
な
か
な
か

上
手
く
い
か
ず
、
練
成
期
間
は
つ
い
声
を
荒
げ
て
し
ま
う
一

面
も
あ
り
ま
し
た
。
更
に
技
を
た
だ
行
う
だ
け
で
な
く
、
安

全
確
実
に
実
施
出
来
な
け
れ
ば
真
の
成
功
と
は
言
え
ず
、
安

全
管
理
も
徹
底
し
ま
し
た
。
隊
員
は
日
々
技
の
精
度
を
高
め

る
た
め
厳
し
い
訓
練
に
耐
え
、
本
番
で
は
大
き
な
ミ
ス
も
な

く
成
功
を
収
め
る
事
が
出
来
ま
し
た
。 

 

オ
ー
ト
バ
イ
ド
リ
ル
指
導
部
と
し
て
、
外
か
ら
見
て
気
付

く
こ
と
や
、
学
べ
る
こ
と
も
多
く
、
今
後
は
自
ら
練
成
す
る

時
も
指
導
の
ポ
イ
ン
ト
を
考
え
な
が
ら
行
い
、
オ
ー
ト
バ
イ

ド
リ
ル
の
指
導
に
力
を
高
め
て
い
き
た
い
で
す

。 

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
タ 
 
 

オ
ー
ト
バ
イ
ド
リ
ル
を
終
え
て 

第
13
偵
察
隊 

 

山
口 

司 

 

第
３
０
４
施
設
隊
（
隊
長:

石
川
２
佐
）
は
、
７
月
10
日

か
ら
７
月
12
日
ま
で
の
間
、

出
雲
射
場
及
び
神
戸
川
の
生

地
に
お
い
て
平
成
29
年
度
第

１
次
隊
野
営
訓
練
（
渡
河
・

交
通
小
隊
訓
練
指
導
）
を
実

施
し
た
。 

 

こ
の
訓
練
は
、
本
年
３
月

改
編
後
初
の
隊
長
が
直
接
指

導
す
る
訓
練
で
あ
り
、
渡
河

・
交
通
小
隊
（
小
隊
長:

佐
古

曹
長
以
下
17
名
）
の
戦
力
化

状
況
を
確
認
す
る
と
と
も
に

じ
後
の
訓
練
の
資
を
得
る
こ

と
が
目
的
と
し
て
実
施
さ
れ

た
。 

 

あ
わ
せ
て
本
野
営
間
、
出

雲
射
場
の
未
活
用
地
域
を
共

通
訓
練
場
と
し
て
使
用
で
き

る
よ
う
、
油
圧
シ
ョ
ベ
ル
に

よ
る
整
地
な
ど
、
進
入
路
整

備
を
行
っ
た
。
途
中
、
土
木

工
事
の
難
敵
で
あ
る
降
雨
に

み
ま
わ
れ
た
が
、
降
雨
を
予

期
し
た
作
業
工
程
の
柔
軟
な

変
更
、
事
前
の
排
水
作
業
等

に
よ
り
任
務
を
完
遂
し
、
訓

練
施
設
の
改
修
に
寄
与
し
た 

 

ま
た
、
神
戸
川
に
お
い
て

は
、
降
雨
に
よ
り
水
嵩
が
増

し
海
風
の
強
い
中
、
５
舟
５

導
板
軽
門
橋
渡
場
を
開
設
し

て
渡
河
を
行
い
、
厳
し
い
条

件
の
中
で
も
渡
河
任
務
を
遂

行
で
き
る
こ
と
を
確
認
し
た 

 

改
編
後
の
小
隊
は
、
未
だ

戦
力
化
途
上
に
あ
り
、
更
な

る
練
度
向
上
を
誓
い
本
訓
練

指
導
を
終
了
し
た
。 

 

▶
訓
練
指
導
の
様
子 

▶
訓
練
施
設
の
改
修
作
業 

▶
軽
門
橋
渡
場
の
運
航 

▶
オ
ー
ト
バ
イ
ド
リ
ル
の
様
子

▶ 

 

平
成
29
年
７
月
26
日
、
日
頃
の
精
進
の
賜
物
か
、
晴

天
の
中
、
さ
く
ら
お
ろ
ち
湖
で
４
年
ぶ
り
と
な
る
水
路

潜
入
訓
練
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

 

７
月
24
・
25
日
の
２
日
間
駐
屯
地
に
お
い
て
地
上
訓

練
を
実
施
し
、
偵
察
用
ボ
ー
ト
の
操
舟
要
領
、
オ
ー
ト

バ
イ
積
載
要
領
の
練
度
向
上
を
図
り
、
所
望
の
練
度
に

達
し
た
と
判
断
し
た
。
さ
く
ら
お
ろ
ち
湖
で
の
操
舟
要

領
で
は
、
真
直
ぐ
前
に
進
ま
ず
、
オ
ー
ト
バ
イ
積
載
訓

練
で
は
、
地
上
訓
練
の
２
倍
か
ら
３
倍
の
時
間
を
要
し
、

参
加
隊
員
は
地
上
と
水
上
の
ギ
ヤ
ッ
プ
に
困
惑
の
色
を

見
せ
て
い
た
。 

 

地
上
訓
練
実
施
中
に
操
舟
は
、
呼
吸
を
合
わ
せ
な
い

と
真
直
ぐ
進
ま
な
い
、
オ
ー
ト
バ
イ
積
載
は
、
ボ
ー
ト

の
固
定
が
重
要
だ
と
、
コ
ツ
を
教
え
、
形
は
出
来
る
様

に
な
っ
て
い
た
も
の
の
、
い
ざ
、
水
の
上
で
は
地
上
と

違
い
思
う
様
に
行
え
な
い
た
め
、
再
度
要
領
を
演
練
す

る
と
、
見
違
え
る
様
に
き
び
き
び
実
施
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。 

 

今
回
、
自
画
自
賛
に
な
り
ま
す
が
、
非
常
に
良
い
訓

練
に
な
っ
た
と
考
え
ま
す
。
我
々
自
衛
官
は
、
有
事
の

際
に
実
力
を
発
揮
す
る
た
め
常
に
知
識
・
技
術
・
体
力

を
維
持
向
上
し
、
よ
り
実
戦
に
近
い
形
で
訓
練
を
積
み

上
げ
て
行
く
事
が
重
要
で
あ
る
と
再
認
識
し
ま
し
た
。 

 

こ
れ
か
ら
も
今
訓
練
の
教
訓
を
生
か
し
今
後
の
訓
練

を
実
施
し
て
行
き
た
い
と
考
え
ま
す
。 

水
路
潜
入
訓
練
を
担
任
し
て 

第
13
偵
察
隊 

石
田 

正
俊 

▶
操
舟
訓
練
の
様
子 

▶
積
載
訓
練
の
様
子 
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曹
友
会
等
活
動 

駐
屯
地
修
親
会
活
動 

島
根
原
子
力
発
電
所
を
研
修
し
て 

 

平
成
29
年
９
月
11
日
（
月
）
、
出
雲
駐

屯
地
修
親
会
に
よ
る
今
年
度
２
度
目
と
な

る
島
根
原
子
力
発
電
所
の
研
修
が
行
わ
れ 

 
 
 

こ
れ
に
参
加
し
た
。 

 

島
根
原
子
力
発
電
所
の
概
要
や
安
全
対

策
へ
の
取
り
組
み
、
新
規
制
基
準
等
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
た
後
、
各
施
設
、
特
に

稼
動
前
の
島
根
原
子
力
発
電
所
３
号
機
や

原
子
力
発
電
所
で
重
大
な
事
故
が
発
生
し

た
際
の
対
応
に
万
全
を
期
す
た
め
整
備
さ

れ
た
免
震
重
要
棟
等
、
東
日
本
大
震
災
以

降
の
安
全
対
策
な
ど
を
重
点
に
現
地
に
お

い
て
説
明
を
受
け
、
危
機
管
理
に
対
す
る

徹
底
し
た
取
り
組
み
状
況
、
そ
の
規
模
の

大
き
さ
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、
分
野

は
異
な
る
も
の
の
、
有
事
に
即
応
す
る
平

素
か
ら
の
取
り
組
み
の
重
要
性
に
つ
い
て

再
認
識
す
る
良
い
機
会
と
な
っ
た
。 

 

８
月
10
日
（
木
）
、
偵
察
直
接
支
援

小
隊
親
睦
会
の
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
に
参

加
し
ま
し
た
。 

 

今
ま
で
こ
の
よ
う
な
機
会
が
な
く
、

ゆ
う
活
の
期
間
を
有
効
的
に
使
い
更
に

小
隊
の
融
和
団
結
を
図
る
目
的
で
行
わ

れ
ま
し
た
。 

 

ス
コ
ア
は
良
か
っ
た
者
悪
か
っ
た
者

と
様
々
で
し
た
が
、
と
て
も
よ
い
時
間

が
過
ご
せ
ま
し
た
。 

 

一
汗
か
い
た
ボ
ー
リ
ン
グ
の
後
は
、

ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

 

ゆ
う
活
に
よ
っ
て
、
仲
間
と
共
に
有

意
義
な
ひ
と
時
を
過
ご
す
事
が
出
来
て

良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

 

第
13
後
方
支
援
隊 

 
 
 
 
 
 
 

和
久
利
健
斗 

親
睦
会
に
参
加
し
て 

 

駐
屯
地
曹
友
会
が
主
催
す
る
家
族

参
加
型
イ
ベ
ン
ト
に
初
め
て
参
加
し

ま
し
た
。
開
催
の
目
的
が
、
「
隊
員

間
の
絆
及
び
家
族
の
絆
な
ら
び
に
家

族
間
の
交
流
を
深
め
る
」
で
あ
っ
た

の
で
、
娘
二
人
（
五
歳
）
（
三
歳
）

と
参
加
し
ま
し
た
。 

 

当
初
は
、
人
見
知
り
を
し
て
い
た

娘
も
ブ
ラ
ジ
リ
ア
ン
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

や
ス
イ
カ
割
り
を
す
る
と
子
供
達
同

士
で
仲
良
く
楽
し
く
遊
ん
で
い
ま
し

た
。
そ
れ
か
ら
、
初
め
て
の
カ
ヌ
ー

体
験
も
出
来
て
と
て
も
楽
し
い
一
日

と
な
り
ま
し
た
。 

 

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
家

庭
や
仕
事
、
育
児
等
の
話
な
ど
も
で

き
て
、
と
て
も
良
い
交
流
が
出
来
ま

し
た
。
今
後
も
家
族
で
参
加
出
来
る

イ
ベ
ン
ト
に
は
積
極
的
に
参
加
し
て

家
族
間
の
交
流
を
深
め
た
い
と
思
い

ま
す
。 

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
＆
カ
ヌ
ー
体
験 

第
13
偵
察
隊 

小
野 

勇
也 

 

今
年
も
出
雲
路
に
秋
定
番
を
告
げ
る
「
第
29
回

出
雲
全
日
本
大
学
選
抜
駅
伝
競
走
」
通
称
「
出
雲

駅
伝
」
が
体
育
の
日
10
月
９
日
に
開
催
さ
れ
、
出

雲
駐
屯
地
は
通
信
支
援
を
実
施
し
た
。 

 

大
学
３
大
駅
伝
の
一
つ
と
し
て
、
す
っ
か
り
定

着
し
、
駅
伝
シ
ー
ズ
ン
の
幕
開
け
と
な
る
同
大
会

支
援
も
恒
例
と
な
り
今
年
で
29
回
目
と
な
っ
た
。 

 

支
援
隊
は
広
報
室
長
（
玉
木
１
尉
）
以
下
20
名

で
編
成
さ
れ
、
各
中
継
所
手
前
５
０
０
ｍ
か
ら
１

㎞
に
隊
員
を
配
置
し
、
力
走
す
る
選
手
の
チ
ー
ム

名
を
中
継
所
に
無
線
で
通
報
し
、
同
大
会
の
円
滑

な
運
営
に
大
き
く
貢
献
し
た
。 

 

当
日
は
気
温
26
度
を
超
え
る
暑
い
一
日
で
あ
っ

た
が
、
出
雲
大
社
正
面
大
鳥
居
前
か
ら
風
光
明
媚

な
出
雲
路
を
ゴ
ー
ル
の
出
雲
ド
ー
ム
ま
で
の
６
区

間
45
・
１
㎞
の
コ
ー
ス
を
参
加
21
チ
ー
ム
で
健
脚

を
競
い
合
っ
た
。 

 

大
会
を
支
援
し
た
隊
員
た
ち
は
大
学
生
ア
ス

リ
ー
ト
た
ち
の
健
闘
を
間
近
で
見
る
こ
と
に
よ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
何
か
刺
激
を
受
け
た
よ
う
で
、
今
後
の

訓
練
に
生
か
し
た
い
と
語
っ
て
い
た
。 

第１３偵察隊武装走競技会 
 

第
13
偵
察
隊
（
隊
長:

安

河
内
２
佐
）
は
、
10
月
10

日
・
11
日
の
両
日
、
平
成
29

年
度
隊
武
装
走
競
技
会
を
実

施
し
た
。 

 
両
日
と
も
気
温
26
度
を
超

え
る
暑
い
日
差
し
の
中
、
競

技
会
は
駐
屯
地
内
の
ア
ッ
プ

ダ
ウ
ン
含
む
４
㎞
の
コ
ー
ス

を
個
人
走
で
行
い
、
各
小
隊

平
均
で
競
う
小
隊
の
部
及
び

個
人
の
部
で
行
わ
れ
た
。 

 

開
会
式
で
は
各
小
隊
代
表

隊
員
が
全
力
で
戦
う
事
を
隊

長
に
誓
い
２
日
間
に
わ
た
る

競
技
が
開
始
さ
れ
た
。 

 

隊
員
は
号
砲
を
合
図
に
一

斉
に
飛
び
出
し
、
個
人
走
と

は
い
え
走
者
が
連
携
し
つ
つ

各
々
の
力
を
出
し
切
り
一
人

の
棄
権
者
も
な
く
全
員
が
完

走
し
た
。 

 
 

競
技
の
結
果
、
勝
利
の
栄

冠
は
僅
差
で
電
子
偵
察
小
隊

に
輝
い
た
。 

 

競
技
を
終
え
て
各
隊
員
・

各
小
隊
が
お
互
い
の
健
闘
を

称
え
あ
い
、
団
結
を
再
確
認

出
来
た
大
会
で
あ
っ
た
。 

 
 
 
 
 

競
技
会
成
績 

小
隊
の
部 

 

優
勝 

電
子
偵
察
小
隊 

50
歳
代
の
部 

 

1
位 

電
子
偵
察
小
隊 

中
村
１
尉 

40
歳
代
の
部 

 

１
位 

本
部
付
隊 

 
 

黒
田
曹
長 

 

２
位 

第
２
偵
察
小
隊 

内
田
２
曹 

 

3
位 

電
子
偵
察
小
隊 

今
井
１
曹 

30
歳
代
の
部 

 

１
位 

電
子
偵
察
小
隊 

藤
田
３
曹 

 

２
位 

電
子
偵
察
小
隊 

木
村
２
尉 

 

３
位 

第
１
偵
察
小
隊 

板
垣
１
曹 

30
歳
未
満
の
部 

 

1
位 

電
子
偵
察
小
隊 

植
田
３
曹 

 

２
位 

第
２
偵
察
小
隊 

大
橋
士
長 

 

3
位 

電
子
偵
察
小
隊 

德
永
士
長 

先
任
上
級
曹
長
賝 

 
 
 
 

第
２
偵
察
小
隊 

光
本
１
士 

▶
選
手
宣
誓
で
全
力
で
戦 

 
 

う
事
を
誓
う
隊
員 

▶
一
斉
に
ス
タ
ー
ト
す
る 

 
 

隊
員 

▶
声
援
を
受
け
力
走
す
る 

 

 
 

隊
員

◀ 

出
雲
駐
屯
地
修
親
会
員 
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●
幹
部 

▽
業
務
隊 

 

１
等
陸
尉 

高
山 
智
宏 

 
 

（
防
衛
医
科
大
学
校
＝
所
沢
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
10
月
26
日
付
） 

 

准
陸
尉 

小
田
草 

誠 
 
 

（
第
13
飛
行
隊
＝
防
府
） 

●
陸
曹
・
陸
士 

▽
業
務
隊 

 

１
等
陸
曹 

熊
谷 

伸
士 

 
 

（
第
47
普
通
科
連
隊
＝
海
田
市
） 

▽
偵
察
隊 

 

陸
曹
長 

竹
下 

陽
一 

 
 

（
出
雲
駐
屯
地
業
務
隊
＝
出
雲
） 

 

２
等
陸
曹 

吉
田 

伸
次 

 
 

（
自
衛
隊
島
根
地
方
協
力
本
部
＝
松
江
） 

 

２
等
陸
曹 

寺
戸 

泰
晃 

 
 

（
水
陸
機
動
準
備
隊
＝
相
浦
） 

▽
基
地
通
信
隊 

 

２
等
陸
曹 

吉
川 

純
二 

 
 

（
通
信
保
全
監
査
隊
＝
市
ヶ
谷
） 

▽
施
設
隊 

 

陸
曹
長 

永
岡 

淳
一 

 
 

（
出
雲
駐
屯
地
業
務
隊
＝
出
雲
） 

 

３
等
陸
曹 

梅
田 

貴
宏 

 
 

（
部
隊
評
価
支
援
隊
＝
北
富
士
） 

 

３
等
陸
曹 

植
木 

和
紀 

 
 

（
中
部
方
面
混
成
団
＝
大
津
） 

 

３
等
陸
曹 

三
浦 

大
希 

 
 

（
第
１
０
９
教
育
大
隊
＝
大
津
） 

▽
１
直
支 

 

陸
士
長 

永
井 

俊 
 
 

（
第
３
５
６
会
計
隊
＝
米
子
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
以
上
８
月
１
日
付
） 

 

 

転 

出 

者 
 
 
 
 

 

 

転 

入 

者 
 

 
 
 

 

●
幹
部 

▽
偵
察
隊 

 

准
陸
尉 

中
林 

純 
 
 

（
第
１
師
団
司
令
部
付
隊
＝
練
馬
） 

▽
業
務
隊 

 

准
陸
尉 

秋
田 

貴
光 

 
 

（
第
17
普
通
科
連
隊
＝
山
口
） 

●
陸
曹 

▽
業
務
隊 

 

１
等
陸
曹 

伊
達 

哲
則 

 
 

（
防
衛
大
学
校
） 

 

２
等
陸
曹 

大
森 

吉
輝 

 
 

（
第
13
旅
団
司
令
部
付
隊
＝
海
田
市
） 

▽
基
地
通
信
隊 

 
３
等
陸
曹 

出
石 

竜
也 

 
 

（
第
３
１
２
基
地
通
信
隊
＝
海
田
市
） 

▽
偵
察
隊 

 

３
等
陸
曹 

小
内 

稔
文 

 
 

（
第
12
偵
察
隊
＝
相
馬
原
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
８
月
１
日
付
） 

 

陸
上
自
衛
隊
出
雲
駐
屯
地
創
立
64
周
年
記
念
行
事 

 
 
 
 
 
 

市
中
パ
レ
ー
ド 

  

と 

き 

平
成
29
年
10
月
22
日
（
日
） 

  

と
こ
ろ 

出
雲
市
く
に
び
き
中
央
通
り 

 
 
 
 

（
出
雲
市
今
市
町
駅
通
り
） 

  

内 

容 

音
楽
隊
演
奏
、
観
閲
式
、
観
閲
行
進
・
観
閲
飛
行 

 
 
 
 

（
装
備
品
パ
レ
ー
ド
）
、
装
備
品
展
示
等
、
家
族 

 
 
 
 
 

連
れ
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
！ 

  
お
問
い
合
わ
せ 

陸
上
自
衛
隊
出
雲
駐
屯
地
広
報
室 

 
 
 
 
 
 
 

（
☎
０
８
５
３-

２
１-

１
０
４
５
） 

出雲駐屯地ＨＰ 

新
任
地
で
の
ご
活
躍
を
お
祈

り
し
ま
す
！ 

永
年
の
勤
務
お
疲
れ
様
で
し
た
。 

 第１直接支援隊 

陸曹長 三浦 秀和 
 （10月８日付） 
 帰住先:出雲市 

11
月
定
年
退
官
予
定
者 

  駐屯地業務隊 

准陸尉 中尾 健二  
 （10月16日付） 
 帰住先:出雲市 

業
務
隊 

陸
曹
長 

竹
原 

律
充 

12
月
定
年
退
官
予
定
者 

１
月
定
年
退
官
予
定
者 

業
務
隊 

陸
曹
長 

本
田 

崇 

偵
察
隊 

２
等
陸
尉 

吾
郷 

滋 
 

18
日 

21
日 

８
日 

偵
察
隊 

１
等
陸
曹 

柿
田 

裕
二 

 

15
日 


